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とにガスケ ッ トの まわ りに磁 化渦定用の コイルが組 み込め るよ うに設計 し､ 部

晶 は ダイヤモ ン ドとセ ラ ミックのベ ア リング をの ぞ きガス ケ ッ トも鋼ベ リリウ

ム で製作 した. 鉛 の超 伝導 転移がYitt.igらに よ って 細 られてお り､ それ を迫 試

して この装置 を検定 した. 室 温で約 5万気圧 を発生 し冷却 LSQU IDに よ り

良化 を滴定 した. 大 きなバ ックグラウン ドに乗 って いるが､ Wit.tigらの デー タ

と同 じ的 5度 に超 伝導転 移 を示す信号が現れ た. 圧 力 を 0に戻 し再度冷却 して

常圧の転移温 度 (約 7. 2度 K)に信号 が現れ るの を確認 した｡ また､ 約 8,

9万気圧 につ いて もそれ ぞれ 同様に行 い､ 十分な感 度で測定で きるこ とを確認

した. 当初か ら予想 され たが DACか晶の焦 膨張 率 の追 いによ り冷却す るこ と

で設定 した圧 力か ら変化す るのがみ られ た. バ ックグ ラウ ン ドの評 価 とと もに

これか ら取 り札 むべ きraJ冠で あ る｡

17.平面波バンド計算法の収敵性の改良の試みおよびその

水素-ヘリウム系への応用

田 中 豊

木星､ 土星等の巨大惑星 の内部構造モデル は､ 金属化 している水素 にヘ リウム

原子 が溶解 しない と言 う仮定に基づいていて､ 超高圧下での液体及び固体水素に

対す るヘ リウム原子の溶解 性の研究は､ 宜賓 な意 味 を持 っている.

しか しなが ら､ この汚解性 は まだよくわか って いない､ 直接実験 するには､ 圧

力領域が高過 ぎる (4- 40Mbar程度 ). 理 姶的 には､ 高圧の極限 (100

Mbar以上 ) と低圧 の極限 (1Mbar以下 )の研究 は成 されているものの､

もっ とも興味ある圧力領域 での信頼で きる研究は まだない.

その最大の理 由は､ 混合状態 のGibbsの 自由エネルギー と分離状態のGi

bb sの 自由エネルギーの善が非常 に小 さい ため､ H系 ･He系 ･H-He系に

異 なる計算方法 を使用す る と､ 計算方法の違 いに よる内在的な計算誤差の方が大

きくなる可能性があるためであ る.

今 回の我 々の計算 では､ この点 を考慮 にいれて､ 計耳誤差が構造 や He漁度に

原理 的に依存 しない平面波 バ ン ド計算法 を採用 した. この平面波バ ン ド計耳法は､

金属水素 については一応 の成功 を納 めた. しか しなが らH-He系 を扱 うには､

さらに膨大な数の平面波 を必要 とし､ 計耳機の能 力か ら困難である. そ こで我 々
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は鴇 波長の平面故 の効果 を摂動 として扱 うことで､ 少故の平面波で､ 耗限散の平

面波 を使用 したの と同様 の効果 を得 る方法を定式化 した. 我 々はこの方法の有効

性 と共に､ 0Kの様 々な He浪度の系に対 し､ マ- デル ングエネル ギーの低い授

政の結晶構造 につ いて､ 全エネルギー を計算 した.

(この研究 は､ 方法 自体 は前年度 の牧野氏 の研究 を引継 いだ もーのであるが､再

定式化 を行 い､ 収戯性お よび計算 コス トを改良 した. )

18.Laves相化合物RMn2(R-Tb,Gd)における圧力誘起強磁性

田 中 立

ラ-ベス相化合物RMn2(R:希土類元素)系では､RとMnがともに磁
気モーメン トを持つ場合､複雑な磁性を示すことが知られている｡これはR-

R間に敏磁性的な､氏-Mn糊に (皮)独磁性的な､Mn-Mn間に反故磁性
的な相互作用が働き､それらが互いに出合するためであると考えられている｡

TbMn2,GdMn2は､R､Mnの両方がモーメン トをもつため枚純なへ リ
カル榊造磁性体であることが中性子回折によって確かめられている｡これらの

RMn2系でMnがモーメン トを持つための条件 として､格子定数が重要な因
子であると考えられている｡すなわちDyMn2を境に､それよりも格子定数の

大きな化合物ではMnがモーメン トを持ち､小 さい化合物ではモーメン トを持

たない｡TbMn2,GdMn2は格子定数がこの臨界値に近い大 きさであるた
め､格子定数を縮めてやればMnモーメン トが消失すると予想される｡これま

でこのようなラーベス相化合物RMn2系において､格子定数 と磁性との関係を
調べるために､Rをより原子半径が小 さく非磁性のSc等で匿換 した''化学的

な圧力''を用いた実駁 しかなされていなかった｡今回TbMn2及びGdMn2

の磁化を一定磁場下で直接静水圧を加えることにより測定 したので報告する｡

TbMn2

常圧での磁化 一温度曲線では､50Ⅸ付近でMnモーメント発生によるヘ リカル
オーダーを示す鋭いピークが確認 され､50K以上では幼磁性的な振る糾いを示す｡

この50Xでのピークは加圧によって低温duへシフ トし､5.3kbarで完全に消失 し､

N-T曲線は強磁性的になった｡また低温での磁化も加圧により急激に増大した｡

これらの結果は化学的圧力を用いたTbl_XScxMn2系と定性的に同じである｡
GdMn2

常圧ではMnモーメン ト発生に伴い110K付近で小 さなクニックを示す｡ この
クニックは加圧に伴い低温側へシフトしたがGdlーXScxMn2系と様相が異な
り､シフトに伴い大 きくはっきりとしてきた｡ また低温での磁化は増大 した｡

今回の圧力範囲ではMnモーメン トの消失は確認 されなかったが､約15kb8rで
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